
中国・広東省広州市で開かれた第 17回中国国際塗料展（CHINACOAT2012）への出展を機

会に、広東省塗料工業協会の何炳福会長、黄開秘書長と会見した（11月 28 日）。広東省華

南地方は中国塗料産業の重要拠点として全生産量の 30％を超える製品を製造している。ま

た、香港に近いことから自由経済を早くから学び、ビジネス活動をダイナミックに展開中

である。何会長は尖閣問題を超えて日中塗料産業の交流に深い関心を示した。 

 

―2012 年前半、中国経済は成長テンポが鈍ったようですが、塗料生産量は 2011 年に比

べどうですか。 

1月から7月までは10％成長しています。2011年比では量的に伸び率は減少しましたが、

純利益は少しアップしました。理由は原材料価格が下がったことと、人件費が抑えられた

ことです。広東省の塗料生産量は中国全体の 30％を超えており、塗料生産地の中心である

ことは変わりません。 

 

―建築用、工業用、自動車用、木工用などで好調な分野はどこですか。 

広東省の会員メーカーは建築用と木工用塗料が中心です。この分野は順調に推移してい

ます。会員会社は工業用塗料、自動車用塗料を生産しているところは少ないです。自動車

用、工業用塗料は販売価格、付加価値とも高いので、現在各メーカーは自動車用、工業用

塗料の研究開発に力を注いでいます。 

それと会員が進めている一つに人件費アップを抑えるため、できるだけ自動化を導入し

生産性の効率化を図り、利益確保に努めています。 

 

―売り上げに対し純利益は何％ですか。 

建築用塗料は 7～8％、木工用塗料は 10％です。建築用塗料は効率化を図り、10％超の確

保を目指しています。 

今年は不動産業界、建設業界が不況のため、これが塗料業界に影響しています。しかし

中国は国土が広いので北京、上海など大都会で停滞しても、地方都市は開発がどんどん進

んでおり、塗料需要は広がります。市場に応える製品と販売力を強化し、10％の利益確保

に努力しています。 

 

―粉体塗料の市場が広がっていると聞きますが、粉体市場の伸びと役割を聞かせて下さ

い。 

2011 年、中国全体の塗料生産量は 1,075 万ｔ、その 10％が粉体塗料です。毎年生産量は

大きく伸びています。中国政府は環境規制に対応するため国策として粉体塗料を後押しし

ています。 

中国における粉体塗料の実態を見てもらう機会として、今回、会員企業のパウダーメー

カー視察を準備していましたが、貴社の視察ツアーが中止となって残念です。 

 

―日本では高機能塗料、環境適応塗料を開発し、シュリンクした市場を開拓しています。

中国の塗料産業はどのような課題がありますか。 

日本の塗料技術は素晴らしい。中国はまだそれほど高度な技術を持っていません。現在、

日中間は政治面で摩擦があります。経済面は政治と別で摩擦が起こらないように両国間で、

これからも良好な交流を図りたいと思います。今後も窓口としてよろしくお願いします。 

中国では技術が遅れており、一から技術者を育て技術開発をするには相当時間がかかり

ます。日本が持っているノウハウを提供してもらうことがベストだと思います。その中で

広東省塗料工業協会はこれまでいくつかの波はありましたが、順調に伸びてきました。現

在、生産量は大きな伸びはないですが、利益率はアップしています。 

最近 EU 圏の景気低迷から、ドイツやスペインの塗料メーカーが広東省の塗料市場を調査

しています。これは中国市場進出が狙いだと思います。ヨーロッパの企業が市場開発の調



査にかなり力を入れています。技術力を背景に工場進出しても製品を販売するのは難しい

と思います。中国メーカーとの合弁など、中国メーカーの力を借りる方法を選択するでし

ょう。 

 

―華南地方、特に珠江デルタ地区は中国の塗料生産のメッカと聞きます。中国塗料産業

全体の中で位置付はどうですか。 

広東省は中国全体で一番多くの塗料を生産量しています。広東省塗料工業協会が日本の

メーカーと交流を図れば中国全体の塗料産業のレベルアップにつながります。北京の中国

塗料工業協会は中国全体の塗料業界の窓口です。広東省塗料工業協会は企業間の声をまと

め密度の濃い業界活動をしています。 

また、広東省は香港に近く、いろいろなことに対し対応が早く、官僚的ではなく各企業

に対して具体的でスヒード感のある対応ができます。南のビジネスはより現実的です。そ

して、広東省は北の方より原材料面で有利な地の利があます。 

 

 ―中国は新しい政権になりましたが、2013 年度の見通しはどうですか。 

 習主席になっても政策は変わらないと思います。何より経済がこのまま回復してもらう

ことが一番の願いです。新年は需要拡大が期待できます。 

 2011 年、広東省順徳の塗料工業協会が 4月に訪日を予定していました。残念なことに東

日本大震災のため中止になりました。2013 年、再度訪日を計画しています。お世話をお願

いします。 

 

 ―お待ちしております。本日はありがとうございました。 


